
　「②
男
女
と
も
仕
事
を
も
ち
、
家
庭
で

も
責
任
を
分
担
す
る
の
が
よ
い
」
と
い
う

意
見
と
、「
④
男
女
の
役
割
は
固
定
せ
ず

に
、女
性
が
仕
事
を
も
ち
、男
性
が
家
庭
に

い
て
も
よ
い
」と
い
う
意
見
の
合
計
は
、
全

体
の
約
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。中
で
も

④
の
意
見
は
、年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、特

に
若
い
年
代
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
は
、「
男
・
女
」
が
共
に
よ
り
良
き
「
主

夫
・
主
婦
」と
し
て
、お
互
い
を
支
え
合
い
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　女
性
が
積
極
的
に
社
会
（
仕
事
等
）
に

参
画
し
、
男
性
が
家
事
に
主
体
的
に
参
画

し
て
い
く
。そ
う
し
た
社
会
に
な
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
。

　本
市
と
し
ま
し
て
も
、
そ
う
し
た
流
れ

を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
自
己
決
定
能
力
）の
醸

成
、
男
性
の
家
事（
育
児
）参
画
を
促
す
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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　新型コロナウイルスが、家庭、学校、職場、そして社会生活において、私たちの日常に様々な影響を及ぼしています。ある

保険会社が実施した家庭生活の変化についてのアンケートを紹介します。

　ステイホーム期間中の子育ての変化について、男性は、「積極的に子供の面倒を見るようになった」、「子供との絆が

深まった」など前向きな回答が多かったのに対し、女性は、「子供にイライラすることが多くなった」、「夫の育児にイライラ

することが多くなった」などネガティブな回答が多く見られたました。

　これらを見ると、普段から夫婦で子育ての意識のずれを埋めるための会話が大切ではないかと思いました。

当
た
り
前
の
日
常

　
　
　妻に
感
謝

　妻
が
膝
を
痛
め
一
か
月
入
院
、
私

（
夫
）は
大
弱
り
、
学
生
時
代
以
来
40

年
ぶ
り
の
一人
暮
ら
し
。米
を
炊
い
た

り
、
み
そ
汁
を
作
っ
た
り
。お
か
ず

は
、ま
あ
テ
キ
ト
ー
に…

作
っ
て
食
べ

る
の
は
ま
だ
い
い
の
で
す
が
、
後
片

付
け
が
大
の
苦
手
。お
茶
碗
を
洗
う

の
が
気
に
な
っ
て
晩
酌
も
そ
こ
そ
こ

に
。そ
ん
な
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
現

実
を
経
験
し
ま
し
た
。

　三
度
三
度
の
食
事
を
作
る
世
の

（
主
に
）お
母
様
方
に
改
め
て
最
敬
礼
。

　共
働
き
が
増
え
て
い
る
。家
事
の

分
担
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　追
伸
、
洗
濯
は
ス
イ
ッ
チ
を
押
せ

ば
勝
手
に
や
っ
て
く
れ
た
の
で
わ
り

と
楽
ち
ん
で
し
た
。

かけはし編集委員　（Ｍ・Ｔ）

（Ｍ.Ｈ）

市
民
意
識
調
査
の
結
果

　人
権
問
題
や
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民

意
識
の
現
状
・
変
化
を
把
握
す
る
た
め
の
市
民

意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　調
査
の
一つ『「
男
は
仕
事
、女
は
家
庭
」と
い
う

考
え
方
に
つ
い
て
』の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

①男性は仕事、女性は家庭にいるのがよい ②男女とも仕事をもち、家庭でも責任を分担するのがよい

③男女とも仕事をもち、家庭のことは女性が責任をもつのがよい ④男女の役割は固定せずに、女性が仕事をもち、男性が家庭にいてもよい

⑤その他（平成21年度,平成26年度のみ） ⑥その他・無回答
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その他・無回答

男性

女性

令和元年度
（今回）

平成26年度

平成21年度 ①14.9①14.9 ②56.1
③4.6

④20.0
⑤3.0 ⑥1.4

①5.8 ①5.8 ②57.2 
③2.0 

④26.5 
⑤5.2 ⑥3.3 

①4.1 
②50.9 

③2.3 
④39.6 

⑤0.0 ⑥3.1 

⑤0.0 ⑥3.7 ①2.7 
②55.5 

③0.9 
④37.2 

①4.8 
②46.2 

③3.2 
④43.4 

⑤0.0 ⑥2.4 

⑤0.0 ⑥3.1 
①12.5 ①12.5 ②40.6 ③9.4 ③9.4 ④34.4 

「男は仕事、女は家庭」という考え方について

☆

☆

おやじの
つぶやき

調査期間
　令和元年９月19日～
　10月７日
対象者数
　20歳以上の男女1,500人
回収率
　40.7％ 

※報告書は、人権・男女共同
　参画課HP、公民館、市民資
　料室でご覧いただけます。
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